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1 .「積極的人格」について
2 .「社会人基礎力」「学士能力」と「全学ディプロマシー」
3 .「積極的人格」と「政策作成能力」の淵源について
1 ．「積極的人格」について
　表 1 は、企業研修会社、グループ・ダイナミックス研究所で用いられ
ている研修効果測定のための質問、20 項目であり、同研究所代表の柳
平彬氏が作りあげたものである。同研究所は、ボブ・コンクリン（Bob 
Conklin）が作り上げた研修プログラム「心のアドベンチャ （ーAdventure 
In Attitudes）」［以下 AIA と略す］の日本語版を完成させ、その普及に努
めている。「心のアドベンチャー」とは、新しい自分自身を発見する心の
冒険旅行という意味であり、内発的なやる気を起こし、人生の目標や志を
明確にし、積極的な心構えをもつ新たな自分自身を作り出す研修プログラ
ムである。同研究所では、この AIA 研修プログラムに参加する人に対し
て、研修直前と直後に表 1 に見られる 20 項目について 2、5 段階評価で回
答させて、効果測定を行っている。結果としては、AIA 研修プログラム
（1）546
に参加する直前よりも直後の方が、すべての項目についてその平均スコア
が上回ることが立証されている。
表 1　AIA 研修プログラムの効果測定のための 20 項目
そう思うややそう思うどちらでもないあまりそう思わないそう思わない
1 ．話し上手というより聴き上手である。 1 2 3 4 5
2 ．相手が話しているとき、自分の意見をはさまずじっくりと聴く。 1 2 3 4 5
3 ．自分の欠点や短所を気にしたり悩んだりせず、長所を生かそうとする。 1 2 3 4 5
4 ．嫌いだ、厭だ、がっかり、疲れた等のマイナスとなる消極的な言葉を使わず、自分にプラスになる積極的な言葉を使う。 1 2 3 4 5
5 ．感情的になったり、カッとなったりせず、気持は安定している。 1 2 3 4 5
6 ．ほかの人が、自分の噂をしていても気にせず冷静でいられる。 1 2 3 4 5
7 ．他人についてあれこれ批判したり、判断したりせず、その人を理解するように努める。 1 2 3 4 5
8 ．他人の欠点や短所を気にしたり、イライラしたりせず、他人に対して寛大である。 1 2 3 4 5
9 ．人に忠告や批判をすすんで求める。 1 2 3 4 5
10．引込思案にならず、人に積極的に話しかける。 1 2 3 4 5
11．人の長所を見つけて積極的にほめる。 1 2 3 4 5
12．自分の思いどおりにならない問題にぶつかってもイライラせずにじっくり忍耐強く取組む。 1 2 3 4 5
13．自分は人によい印象をもたせられる。 1 2 3 4 5
14．話し合いのとき、自分の見解を主張するより、まず相手の立場に立って考えるように努める。 1 2 3 4 5
15．自分の生き方や仕事に信念をもっている。 1 2 3 4 5
16．失敗を必要以上に気にしたり思い出したりせず、成功体験を思い出すようにする。 1 2 3 4 5
17．「忙しい」とか「出来ない」とかいうことばを使わず、時間を効果的に活用している。 1 2 3 4 5
18．本を読んだり、夜間の学校に通ったりして、人間的成長や自己啓発、瞑想のための時間を毎日とっている。 1 2 3 4 5
19．将来に期待し、目標を持って生きている。 1 2 3 4 5
20．自分が人生になにを求め、なにになりたいかという生涯設計がはっきりしている。 1 2 3 4 5
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　2012 年にたまたま筆者と柳平氏は当時の大阪維新の会の国政進出を占
うため、関東と関西の大学生を対象にした政治意識調査を実施した。その
調査結果は、残念ながら、大阪維新の会代表、橋下徹氏の失速で、日の目
を見ることはなかったが、それ以後、筆者単独で現在に至るまで 5 回に
わたって同様の学生意識調査を実施してきた。いずれの調査においても
AIA 研修プログラムの効果測定に用いられた表 1 の 20 項目を質問項目の
中に含めた。調査結果を分析しているうちに、たまたま気がついたことで
あるが、20 項目のクロンバックα係数を求めたところ、表 2 に示したよ
うに、いずれの調査においてもその係数が 0.80 を超すという信頼性の高
いものであった。つまり、表 1 に示された 20 項目が、なんらかの心理的
傾性を測定する尺度であることを意味している。20 項目の質問の内容が
全体として何を言い表しているのかをつぶさに検討した結果、われわれの
心の中にあるそのような心的傾性を「積極的人格」と命名した。
表 2　「積極的人格」のクロンバックαの係数
調査名 調査年月日 サンプル数 クロンバックのα係数
1 次期総選挙と青年のやる氣・意識調査 2014 年 1 月 1149 α係数＝ 0.843
2 日本再生と青年のやる氣意識についての調査 2014 年 12 月 1691 α係数＝ 0.875
3 2015 年 4 月統一地方選挙と青年のやる気意識調査 2015 年 5 月 1146 α係数＝ 0.839
4 来るべき参議院議員選挙と青年のやる気意識調査 2016 年 1 月 1092 α係数＝ 0.863
5 参議院議員選挙と 18 歳年齢選挙 2016 年 5 月 954 α係数＝ 0.857
「積極的人格」という言葉は、すでに、何十年も前に、AIA 研修プログラ
ムに対する、参加者の肯定的態度を測定した高木晴夫氏と千田茂博氏の論
考「組織活性化のための人間の活性化─積極的人格への変容プログラムの
効果─」の中でも使用されている。3
　さらに、その内容の妥当性を検討するために、効果測定のための 20 項
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目を主成分分析にかけてみた。その結果が表 3 であり、5 つの主成分が抽
出された。第 1 主成分は③「長所を生かす」、④「プラスの言葉使用」、⑥
「冷静沈着」、⑯「成功体験重視」、⑰「効果的時間活用」、⑱「自己啓発」
の各項目の負荷量が高いので、「積極的心構え」にかかわる成分であるこ
とが分かる。第 2 主成分は、⑤「気持ち安定」、⑦「他人理解」、⑧「他人
に寛大」、⑫「忍耐強い」の各項目の負荷量が高く、明らかに「他者理解」
の成分を言い表している。第 3 主成分は、⑨「忠告批判を受容」、⑩「積
極的会話」、⑪「人をほめる」、⑬「よい印象をもたせる」の各項目の負荷
表 3　AIA 研修プログラムの効果測定のための 20 項目の主成分分析
成　分
1 2 3 4 5
1 ．聞き上手 0.054 0.112 0.019 -0.018 0.798
2 ．相手の話よく聞く 0.071 0.212 0.011 0.057 0.775
3 ．長所を生かす 0.733 0.160 0.129 0.002 0.052
4 ．プラスの言葉使用 0.598 0.266 0.220 0.207 -0.004
5 ．気持ち安定 0.315 0.691 0.047 0.008 0.121
6 ．冷静沈着 0.612 0.386 -0.085 -0.078 0.084
7 ．他人理解 0.101 0.728 0.169 0.117 0.217
8 ．他人に寛大 0.116 0.755 0.186 0.030 0.162
9 ．忠告批判を受容 0.279 0.149 0.409 0.076 0.056
10．積極的会話 0.279 0.051 0.714 0.124 -0.219
11．人をほめる 0.008 0.127 0.759 0.141 0.146
12．忍耐強い 0.210 0.421 0.323 0.211 0.279
13．よい印象もたせる 0.144 0.116 0.634 0.067 0.183
14．相手の見地尊重 0.044 0.266 0.318 0.078 0.539
15．生き方に信念 0.347 -0.164 0.244 0.469 0.167
16．成功体験重視 0.658 0.073 0.218 0.240 0.021
17．効果的時間活用 0.596 0.118 0.222 0.259 0.050
18．自己啓発 0.408 -0.203 0.103 0.347 0.245
19．将来の目標堅持 0.159 0.149 0.133 0.852 -0.007
20．明確な生涯設計 0.092 0.132 0.090 0.845 0.002
因子抽出法：主成分分析　回転法：バリマックス
「参議院議員選挙と 18 歳年齢選挙」2016 年 5 月
武蔵野法学第 5・6 号
543（4）
量が高いので「魅力的人格」のまとまりとして捉えることができる。第 4
主成分は、⑮「生き方に信念」、⑲「将来の目標堅持」、⑳「明確な生涯設
計」の各項目の負荷量が高く、いわゆる日常生活で頻繁に使われる「志」
概念を言い表す成分であると言ってよいであろう。第 5 主成分は、①「聞
き上手」、②「相手の話よく聞く」、⑭「相手の見地尊重」の各項目の負荷
量が高いので「傾聴力」の成分としてとりまとめることができよう。
　いずれにせよ、AIA の効果測定のための 20 項目が「積極的心構え」、
「他者理解」、「魅力的人格」、「志」、「傾聴力」の 5 つに分割されることが
示されているので、その分割内容から見て、逆に 20 項目が「積極的人格」
の測定尺度そのものであることの妥当性を立証していると言えよう。
2 ．「社会人基礎力」「学士能力」と「全学ディプロマシー」
　平成 18 年 1 月に経済産業省は、「社会人基礎力に関する研究会─『中間
取りまとめ』─」を発表した。いわゆる「学力」という指標と「社会人基
礎力」の水準との間に、相関関係が認められないという偏差値教育への批
判として提示されたものである。「社会人基礎力」とは職場や地域社会で
活躍するために必要な能
力を意味するが、具体的
には、表 4 にみられるよ
うに、「前に踏み出す力」、
「考え抜く力」、「チームで
働く力」の 3 つの能力を身
につけることが期待され、
12 の要素（主体性、働き
かけ力、実行力、課題発見
力、計画力、創造力、発信
力、傾聴力、柔軟性、情況
表 4　社会人基礎力の能力要素
3 つの能力 12 の要素
前に踏み出す力
（アクション）
1 ．主体性
2 ．働きかけ力
3 ．実行力
考え抜く力
（シンキング）
1 ．課題発見力
2 ．計画力
3 ．創造力
チームで働く力
（チームワーク）
1 ．発信力
2 ．傾聴力
3 ．柔軟性
4 ．情況把握力
5 ．規律性
6 ．ストレスコントロール力
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把握力、規律性、ストレスコントロール力）が掲げられた。4
　その後、平成 20 年 5 月に、文部科学省が新しい学生のイメージ像とし
て「学士能力」、すなわち学士課程共通の「学習成果」に関する参考指針
を発表した。5　先進国で「何を教えるか」より「何ができるようになる
か」を重視した取り組みが進展してきたことを受けたものである。「21 世
紀型市民」の内容、つまり日本の大学が授与する 「学士」が保証する能力
の内容に関する参考指針が示された。「学士能力」の主な内容は、表 5 に
みられるように、①知識・理解（文化，社会，自然等の理解）、②汎用的
技能（コミュニケーション・スキル，数量的スキル，問題解決力等）、③
態度・志向性（自己管理力，チームワーク，倫理観，社会的責任等）、④
総合的な学習経験と創造的思考能力の 4 つの次元からなり、全部で 12 の
要素で構成されている。
表 5　学士能力の内容
能　力 要　素
① 知識・理解
（1）多文化・異文化に関する知識の理解
（2）人類の文化、社会と自然に関する知識の理解
② 汎用的技能
（1）コミュニケーション・スキル
（2）数量的スキル
（3）情報リテラシー
（4）論理的思考力
（5）問題解決力
③ 態度・志向性
（1）自己管理力
（2）チームワーク、リーダーシップ
（3）倫理観
（4）市民としての社会的責任
（5）生涯学習力
④総合的な学習経験と
　創造的思考能力
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　このような経済産業省の「社会人基礎力」と文部科学省の「学士能力」
概念に呼応するような形で、日本のいくつかの私立大学が最近 12 項目の
全学ディプロマシーを作成した。確かに 12 項目についての個々の学生た
ちの能力の実態を把握するという意味では有益なものである。しかしなが
ら、いくつかの質問には論点が複数あるものがあったので、細分化して全
部で 17 項目の質問項目を、筆者が新たに 5 段階評価で作成し、2016 年 1
月調査と 5 月調査の質問項目の中に含めて、調査を実施した。表 6 は、そ
のときの調査に用いた 17 の質問項目である。
表 6　「社会人基礎力」と「学士能力」に関する全学ディプロマシー
そう思うややそう思うどちらともいえないあまりそう思わないそう思わない
1 ．教養・基礎学力を修得し、自立的・主体的に学ぶことができる 1 2 3 4 5
2 ．自ら積極的に専門分野の知識や技能の体系的な修得を行い他者に説明できる 1 2 3 4 5
3 ．自らを他者や社会との関わりの中で捉えることができる 1 2 3 4 5
4 ．多様な価値観を認めることができる 1 2 3 4 5
5 ．自ら課題を感じ取り、共有することができる 1 2 3 4 5
6 ．自ら積極的に社会に働きかけて、最後まで行動していくことができる 1 2 3 4 5
7 ．コミュニティの人びとの幸せのために行動できる 1 2 3 4 5
8 ．日本国民の幸せのために行動できる 1 2 3 4 5
9 ．世界の幸せのために行動できる 1 2 3 4 5
10．問題に対して自ら積極的に情報収集を行うことができる 1 2 3 4 5
11．問題に対して論理的に思考することができる 1 2 3 4 5
12．問題に対して多角的な判断ができる 1 2 3 4 5
13．自ら制約された条件の中でも、多くの可能な解答を引き出す発散的な思考ができる 1 2 3 4 5
14．課題に対し、仮説をたてながら、調査、分析し、適切な答えを導くことができる 1 2 3 4 5
15．自ら複数の言語を活用して、的確に読み、書き、聞き、他者に伝えることができる 1 2 3 4 5
16．自らの考えを明確かつ論理的に組み立て、文書や、図解等を用いて論文や報告書にまとめて発表することができる 1 2 3 4 5
17．自ら対話を通じて他者と協力し、目標実現のために、方向性を示し、実行できる 1 2 3 4 5
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　分析の結果、驚いたことに、この 17 項目についてもクロンバックα係
数を求めたところ、2 回のいずれの意識調査においても、その係数が 0.80
を上回ることが分かった。つまり、単なる学生の能力を羅列的に測定する
ためのものではなく、何らかの心理学的傾性もしくは能力を測定する尺度
であることを示唆している。17 項目をさまざまな観点から詳細に検討し
てみた結果、いわゆる一般的に「政策作成能力」と称されるものを測定す
る尺度であると同定できる。
表 7　「全学ディプロマシー」17 項目の主成分分析
成分
1 2 3 4
1 ．教養基礎学力 0.163 0.645 0.105 0.248
2 ．専門的知識技能 0.174 0.562 0.056 0.490
3 ．他者と社会 0.198 0.697 0.103 0.115
4 ．多様な価値観 0.340 0.599 0.150 -0.327
5 ．課題発見力 0.256 0.659 0.233 0.187
6 ．働きかけ力と実行力 0.112 0.490 0.370 0.391
7 ．コミュニティの幸せ 0.075 0.329 0.743 0.033
8 ．国民の幸せ 0.152 0.091 0.885 0.149
9 ．世界の幸せ 0.126 0.094 0.871 0.125
10．情報収集力 0.678 0.190 0.268 0.149
11．論理的思考力 0.820 0.203 0.034 0.131
12．多角的判断力 0.796 0.266 0.073 0.136
13．発散的思考力 0.633 0.231 0.117 0.385
14．仮説演繹思考力 0.549 0.194 0.130 0.513
15．コミュニケーション能力 0.156 0.098 0.145 0.782
16．プレゼン能力 0.365 0.240 0.101 0.664
17．チームワークとリーダーシップ 0.311 0.454 0.202 0.384
因子抽出法：主成分分析　回転法：バリマックス
「参議院議員選挙と 18 歳年齢選挙」2016 年 5 月
　さらに、これら 17 項目を主成分分析にかけた結果が、表 7 である。全
部で 4 つの主成分が抽出された。第 1 主成分は、⑩情報収集力、⑪論理的
思考力、⑫多角的判断力、⑬発散的思考力、⑭仮説演繹思考力の項目に関
するものであるので、いわゆる「政策の展開」能力にかかわるものである
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と言ってよいであろう。第 2 主成分は、①教養基礎学力、②専門的知識
技能、③他者と社会、④多様な価値観、⑤課題発見力、⑥働きかけと実
行力、⑰チームワークとリーダシップに関する事項であるので、「現状分
析・課題発見」能力を言い表していると判定できる。第 3 主成分は、⑦コ
ミュニティの幸せ、⑧国民の幸せ、⑨世界の幸せに関する事項であるの
で、「目標設定」能力にかかわるものであると言ってよい。第 4 主成分は、
⑮コミュニケーション能力、⑯プレゼン能力に関するものなので、「政策
実施」能力を言い表す成分であると言ってよいであろう。したがって、同
様に、「学士能力」や「社会人基礎力」を測定する 17 項目が「政策の展
開」能力、「現状分析・課題発見」能力、「目標設定」能力、「政策実施」
能力の 4 つに分割されるということは、政策分析論や政策過程論の知見か
らしても、17 項目が逆に「政策作成能力」の測定尺度そのものであるこ
との妥当性を証明している。
　いずれにせよ、この 17 項目を、学生ではなく政策形成に携わる実務家
を対象とした質問項目に修正・改善していけば、本格的な意味での「政策
作成能力」を測定する尺度になる可能性を秘めている。このような「政策
作成能力」を測定する尺度が発見されたということは、経済産業省、文部
科学省や、大学関係者の意図とは裏腹に、画期的なことであると言わざる
を得ない。なぜなら、政治学、行政学、地方自治、公共政策、経済政策、
経営学、社会学などのさまざまの分野において「政策作成能力」を測る尺
度をわれわれはまったく持ち合わせてこなかったからである。
3 .「積極的人格」と「政策作成能力」の淵源について
　「積極的人格」測定尺度の弁別的妥当性を示すために、他の確立された
測定尺度との相関係数を示したものが表 8 である。ストレス、孤独感、抑
うつ、ネット依存症とは負の関係にあり、政策作成能力、やる気スコア、
創造性、マズロー（Abraham Harold Maslow）の階層的欲求とは正の関
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表 8　積極的人格と他の確立された測定尺度
他の確立された測定尺度
積極的人格との
相関係数
調査時期
（ 1 ）ストレス -0.342
「日本再生と青年のやる氣意識につ
いての調査」2014 年 12 月
（ 2 ）孤独感 -0.283
「日本再生と青年のやる氣意識につ
いての調査」2014 年 12 月
（ 3 ）抑うつ K6 -0.263
「日本再生と青年のやる氣意識につ
いての調査」2014 年 12 月
（ 4 ）ネット依存症 -0.216
「来るべき参議院議員選挙と青年の
やる気意識調査」2016 年 1 月
（ 5 ）社会的優位志向（SDO） -0.013
「日本再生と青年のやる氣意識につ
いての調査」2014 年 12 月
（ 6 ）右翼権威主義（RWA） 0.078
「日本再生と青年のやる氣意識につ
いての調査」2014 年 12 月
（ 7 ）マスローの階層的欲求 0.223
「来るべき参議院議員選挙と青年の
やる気意識調査」2016 年 1 月
（ 8 ）創造性 0.343
「2015 年 5 月統一地方選挙と青年
のやる気意識調査」2015 年 5 月
（ 9 ）やる気スコア 0.365
「来るべき参議院議員選挙と青年の
やる気意識調査」2016 年 1 月
（10）政策作成能力 0.639
「来るべき参議院議員選挙と青年の
やる気意識調査」2016 年 1 月
〈出所〉
（ 1 ） Public Health Research Foundation　ストレスチェックリスト・ショートフォーム『心理
学測定尺度集Ⅳ』サイエンス社、所収。
（ 2 ） 改訂版 UCLA 孤独感尺度日本語版『心理学測定尺度集Ⅰ』サイエンス社、所収。
（ 3 ） Kessler Psychological Distress Scale（K6/K10）（Kessler, 2002）
（ 4 ） 韓国情報化振興院「インターネット依存自己評価スケール（青少年用・スケール）」、樋口
進『ネット依存症から子どもを救う本』法研、所収。
（ 5 ） Social Dominant Orientation（Sidanius, J., Pratto, F., 1999）
（ 6 ） Right Wing Authoritarianism（Altemeyer, B., 1996）
（ 7 ） Hierarchy of Needs（Abraham Harold Maslow, first edition: 1954, second edition: 1970）
（ 8 ） PAMELA TIERNEY, STEVEN M. FARMER & GEORG E B. GRAEN, “AN 
EXAMINATION OF LEADERSHIP AND EMPLOYEE CREATIVITY: THE 
RELEVANCE OF TRAITS AND  RELATIONSHIPS,” PERSONNEL PSYCHOLOGY, 
1999, 52
（ 9 ） Apathy Scale 島根医科大学第 3 内科版
（10） 政策作成能力 / 学士能力（武蔵野大学・全学ディプロマシーを一部修正）
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係にあることがわかる。とくに、「積極的人格」と「政策作成能力（社会
人基礎力・学士能力）」との相関係数は、0.639 と極めて高く、両者は密接
に連関している。したがって、AIA 研修プログラムを体験すると「積極
的人格」が形成・補強されるが、その結果として「政策作成能力」も身に
付くことを意味している。
　さらに、「積極的人格」と、「政策作成能力」などの他の正の関係にある
尺度との関係を示すために、2016 年 5 月調査のデータにパス解析を施し
た結果を示したものが、図 1 である。意外とも思える結果であるが、マズ
ローの階層的欲求からいわゆる「やる気」が生まれることが指し示され
ており、さらに、「やる気」が出てくることによって、「積極的人格」と
「政策作成能力」が形成されることが示唆されている。「やる気」ないしは
「モチベーション」がどこから出てくるかは、社会心理学や経営学などの
分野で盛んに議論されてきた重要な課題である。「やる気」がマズローの
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図 1　「積極的人格」と「政策作成能力」の淵原について
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階層的欲求に根ざすものであるという点については、石桁正士氏6 が指摘
してきたところであるが、統計学的に検証されたと言える。同時に、いか
にマズローの人間性に対する洞察が鋭いものであるかを改めて目の当たり
させられるものがある。因みに、2016 年 5 月調査ではマズローの 5 段階
の階層的欲求を下記のごとくワーディングして、5 段階評価で回答を求め
た。クロンバックαの係数は、0.81 であり、それに先立つ 1 月調査でもク
ロンバックαの係数は、0.80 を超すものであった。「人間性」あるいは人
間の「本能」を測定する尺度であると言ってよいであろう。
1 ．「命を大切にし、健康な生活を送りたい」［生理的欲求］
2 ．「危険や不安を避け、安全で秩序ある生活を送りたい」［安全の欲求］
3 ．「家庭、大学、地域社会で、ひとりの人間として深く理解され、受
け入れられたい」［帰属の欲求］
4 ．「有能になりたい、他の人から認められたい」［承認欲求］
5 ．「自分の資質を十分に発揮し、最大限のことを成し遂げたい」［自己
実現欲求］
したがって、このような欠乏欲求を満たしていけば、「やる気」が出てき
て、「積極的人格」が形成されて「政策作成能力」が身につき、オールラ
ンドプレイヤーとはいわないまでも理想的な政策マンに近づいていくこと
を意味している。政策マンを育成することが「教育」そのものではないに
しても、マズローの階層的欲求の欠乏を満たして行くことは「教育」に与
える影響が測りしれないものであることは明瞭であろう。マズローの階
層的欲求、とくに「自己実現」概念をいかに「教育」（あるいは「人財育
成」）の現場で活用していくかが今後の大きな課題となろう。
　なお、「積極的人格」という正の心理的傾向に対して、負の心理的傾向と
しての「ストレス」「抑うつ」「ネット依存症」などの問題に関しては、「い
じめ」問題との関連で分析することが可能であるが、今後の課題としたい。
武蔵野法学第 5・6 号
535（12）
【謝辞】 本研究は、平成 26 年〜 27 年度の武蔵野大学・学院特別研究費に負うとこ
ろが大きい。この場をお借りして、改めて感謝の意を表したい。
註
1  本稿は、荒木義修「積極的人格と政策作成能力」（日本イノベーション融
合学会『イノベーション融合ジャーナル』（創刊号、2016 年）を大幅に
加筆修正し、世界政治学会で “The Concept of ‘Positive Personality’ and 
a New Direction of Higher Education in Japan: The Sources of ‘Positive 
Personality & Policy-making Ability” prepared for 24th World Congress of 
Political Science, July 23-28, 2016, Poznań, Poland として発表したものにさ
らに加筆修正して発展させたものである。
2  2015 年 4 月以降の調査では、15 番目の項目は「自分の生き方や仕事に信念
と哲学をもっている」（下線加筆）、19 番目は「将来に期待し、より高い価値
のある目標を持って生きている」（下線加筆）に変更し、前者はそれ以降変
更したままであるが、後者は翌年原型にもどした。ただし、因子分析の結果
についてはほとんど影響がみられなかった。
3  高木晴夫・千田茂博「組織活性化のための人間の活性化─積極的人格への
変容プログラムの効果─ 」、慶應義塾経営管理学会『慶應経営論集』第 7
巻第 1・2 号、32-49 頁参照。
4  社会人基礎力に関する研究会─『中間取りまとめ』─平成 18 年 1 月 20 日。
社会人基礎力をインターンシップに実践的活用するものとしては、横山修一氏
らがまとめた『地域産業活性化人材育成事業』（インターンシップにおける社会
人基礎力の実践的活用に関する調査）報告書『平成 18 年』（特定非営利活動法
人    関東地域インターンシップ推進協会　平成 19 年 3 月）が参考となる。
5  中央教育審議会大学分科会 制度・教育部会「学士課程教育の構築に向けて 
（審議のまとめ）」平成 20 年 3 月 25 日
6  石桁正士『「やる気」の管理学』（講談社ビジネス）、石桁正士編集代表『や
る気の人間学』（総合法令）参照。
日本の高等教育における新たな動向と A. H. マズローの階層的欲求
（13）534
